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１.精神障害者の医療および保護を行い自立のために、社会復帰   
および社会的経済活動への支援をします。 
 
2.その障害の予防に取り組み、市民の精神保健の向上を目指し  
地域に根ざした病院を目指します。 

 患者さんの権利  
 私達は、患者さんの以下の権利を遵守して日々の医療を行い 

ます。 

１.安全で適切な医療を公平・平等に受ける権利 

2.個人として人格を尊重される権利 

3.治療、病状、検査などについて、十分な説明を受ける権利 

4.十分な説明や情報提供のもと、どのような医療を受けるかを選

択する権利 

5.個人情報やプライバシーが守られる権利 

6.セカンドオピニオンを受ける権利 

7.精神保健福祉法を遵守した医療を受ける権利 
 

 患者さんの責務  

１.最善で適切な医療を受けるために、病状経過や過去の治療 

 歴・アレルギー歴などの情報を提供する必要があります。 
  

2.治療効果をあげるために、医療関係者と共同して治療に取り 

 組む必要があります。 

3.円滑な医療サービス体制を確保するために、病院や社会生 

 活上のルールやマナーを遵守する必要があります。 

患者さんの権利と責務について 理 念 
適切な精神科医療・保健・福祉を目指し  

次の二つの柱を基礎に据えます 

基本方針 理念を実現するために５つの基本方針を定めます 

１.私たちは、人権を尊重し、信頼と満足感を持っていただけるように  
努めます。 
 
２.私たちは、あいての身になって受容的態度をもって接するように努 
めます。 
 
３.私たちは、自己研鑽に努め、情報を共有し、連携・協力し合う 
チーム医療を目指します。 
 
４.私たちは、常に新しい医療・保健・福祉システムを提供できるように  
努めます。 
 
５.私たちは、地域における自らの役割を認識し、地域に貢献します。 
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「アラジンって中国の話だったんですね」「え？」中央図書館から借りた

英語の児童書を読み始めたAさんに言われてびっくり。確かに挿絵のアラジ

ンの姿は中国の昔話のよう。よく知られたメロディと空飛ぶじゅうたんに

乗るペルシャの若者が頭に浮かぶ私は、返事に詰まりました。 

皆さんはいかがですか？ 

 ロンドンで印刷された本にはっきり Chinese boy と書いてあります。立派な取り組みをされてい

るAさんにお礼を言いつつ「いつの間にそういうことに？」と釈然としない気持ちです。後から調べ

てみると、なるほど、アラビアンナイトの「アラジンと魔法のランプ」ではアラジンは中国の若者

とされています。あのメロディが流れた映画は1992年制作でした…。素直に情報に触れる大切さを

噛みしめながら、なんだか新鮮で愉快な気持ちになりました。 
  

 この4月から、「精神保健福祉法の一部改正」に基づいた診療がスタートしています。                                

患者さんの早期の社会復帰へ向けて、保護者制度の廃止・医療保護入院の見直し（退院後生活環境相談員の設置、退院支援

委員会の開催）など、早期治療・早期退院できるシステム作りが進んでいます。当院の退院後生活環境相談員は、病棟ごと

に配置されている精神保健福祉士（PSW）です。ご本人やご家族からの相談に応じて必要な情報提供を行い、相談支援等を行

う地域事業者などとの連携を行い、院内外の多職種・多機関との調整に努める退院支援の要（かなめ）です。改正法では地

域生活移行・定着を進めていくことが明確化されており、これまで以上に医療者が病院から外へ出ていくアウトリーチの充

実が求められます。当院では在宅支援連絡会議を立ち上げ、外来治療の連携を厚くする取り組みをしています。 

 

 退院支援委員会には患者さんご自身にも参加して頂けます。患者さんやご家族、医療スタッフ、地域の援助事業者、そして

地域に住む皆さん…早期退院や社会復帰の実現に向かって、お互いの声・視点を大切にするしなやかな連携を築いていきた

いと思います。新たな希望を一緒に見出していけることを楽しみにしています。 

平松記念病院 

副院長 寺江 公仁子 

“しなやかな連携を目指して” 

「南二十二条大橋と二重の虹」 

 

平成26年10月25日（土） 

 講演開始時刻 13：30～14：30 

会場受付 13時開始  

会場：平松記念病院 １階 新作業療法室 
 

＊参加費無料。どなたでもご参加いただけます。 

お問い合わせ：011-561-0708（地域連携室 豊田） 

 編集後記…       

 暑かった夏もあっという間に終わり、過ご
しやすい季節になりましたね。8月には広島
で大規模な土砂災害、9月には札幌でもこれ
までにない大雨が降り、多くの方に避難勧告

が出されるなど、各地で被害がありました。自然災害の恐
ろしさを目の当たりにし、万が一のために防災グッズを用
意したり、自宅近郊の避難先を把握しておくなど、日々の
防災対策は大切であると改めて実感しました。 
 今後も藻岩嶺のご愛読を宜しくお願い致します。 

広報委員 豊田 
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 ８月６日、当院の一大イベントである
『夏祭り』が開催されました。    

あいにくの降雨で室内での開催となりまし
たが、出店の売れ行きは好調でした♪  

 当初予定されていたイベントのフラダン
スと職員対抗腕相撲№1決定戦は開催するこ
とが出来ませんでしたが、来年の夏祭りに
期待したいと思います★ 

文責 井村 

 デイケアでは毎年、夏と冬にバス旅行を行っています。 
今年は7月2日に仁木町までサクランボ狩りに出かけました！
みなさん、お腹いっぱい食べて大満足の様子でした。 
 

また、8月4日には行先を告げずに出かけるミステリーツアー
というプログラムで積丹にウニを食べに行ってきました。 
デイケアでは季節を感じられる行事が盛りだくさん。 
ぜひ参加してみてはどうでしょうか。 
お待ちしております。          

 (文責 山田） 

 当院では、安全でかつ新しい医療を提供できるように院内での勉強会を行っています。
全ての職員が学ぶ意識を持ち勉強会への参加を奨励しています。医薬品を正しく使うため
の基本的な知識や注射の手技などを学んでいる様子です。(文責：高橋） 

 院 内 勉 強 会 

 侍ジャパン女子代表（当職員侍ジャパン女子代表（当職員侍ジャパン女子代表（当職員   金由起子金由起子金由起子選手選手選手出場）出場）出場）   
                        アメリカ下し「アメリカ下し「アメリカ下し「IBAFIBAFIBAF女子野球ワールドカップ」女子野球ワールドカップ」女子野球ワールドカップ」444連覇！連覇！連覇！   

 夏のお祭りの季節に楽しい企画をという趣旨で、昨年から開催されている症例検討会が、今年も病院から⾶び出し
7⽉19⽇（⼟）に「第2回 平松記念病院 臨床研究会」として昨年度を上回る出席者の中、札幌プリンスホテル
で開催されました。 

 「急性期クリニカルパスを⽤いた⼊院症例」「アウトリーチ効果と限界」の2演題の発表があり、多職種からの活発な
発表が⾏われ、それぞれの専⾨性をいかして総合的に援助を⾏うこと、チーム医療の重要性を改めて実感する事が
出来る発表会となりました。発表後の懇親会では和やかで楽しい雰囲気の中、情報交換や質問などが⾏われ、次
年度の臨床研究会へつなげていくことが期待される会となりました。     

（⽂責：内林） 


